












要約:電話による育児相談は、近年需要が増大している。生後 3 ヵ月までの乳児を持つ母

親からの相談が多く、育児の基礎的な知識を聞いてくることが多い。育児の電話相談は病

院や保健所などの専門機関と母親の狭間を埋める役割をしているともいえる。そこで、1992

年 11 月～12 月の 1 ヵ月間に花王メリーズ育児相談にかかってきた相談から、保健所・保

健婦に関する相談を抽出し、特に保健婦の対応について検討してみた。その結果、健診や

訪問の場での保健婦の対応は、注意され、怒られ、時には脅かされている等々と受け止め

られていた。そして、心配し気になって、落ち込んでいる母親の実態が明らかになった。


